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Googleは、検索順位を決定するための要因として 200以上の検索アルゴリズムを使用して

います。今回、その全てをリスト化しました。 

Googleが存在すると明言しているアルゴリズムから、その存在を隠すもの、はたまた噂レ

ベルのものまでを含めた完全リストです。リストは Search Engine Journalで公開された

情報を基に、独自に最新情報へアップデートしています。 

Google のアルゴリズムは非公開です。そのため 100%信頼できるリストではありませんが、

世界中の SEOの専門家がどのような要因を重視しているかを知ることは SEO対策にきっと

役立つはずです。 

【WEB】このコンテンツの最新バージョンをご覧になりたい場合は、こちらをクリックし

てご覧ください。 

ウェブサイトに関する要因 

 

1. サイト構造： サイトの構造を最適化することは、上位表示を目指すために欠かせない

要素です。 

2. サイトマップ：検索エンジンのためのサイトマップは、インデックスの促進やコンテン

ツ更新の通知といった基本的な役目をもっています。XMLサイトマップのサイズはインデ

ックスに影響しませんが、上限があります。 

3. サイトのページ数： ページ数はオーソリティーに影響しません。ただし、質の高いコ

ンテンツのページを増やすことは、もちろんプラスに働きます。 

基本的に影響はありません。オーソリティーは、ページ数やインデックス数で決定するもの

ではありません。 

http://www.searchenginejournal.com/200-parameters-in-google-algorithm/
https://moukegaku.com/seo-techniques/
https://moukegaku.com/google-ranking-algorithm/
https://moukegaku.com/google-ranking-algorithm/
http://www.searchengineguide.com/stoney-degeyter/seo-101-part-7-everything-you-need-to-kn.php
http://youtu.be/Mha9q2aAfdM
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4. パンくずリスト： パンくずリストは、ユーザーに優しいサイト作りに貢献します。ラ

ンキング要因である可能性もあります。 

5. トラストランク： トラストランクという名称のアルゴリズムは存在しません。しかし、

質の高いリンクを集めることで Googleからのトラスト（信頼）を得ることは、ランキング

に大きく影響します。 

トラストランクやオーソリティランクといった具体的な名前をもつ要因はもっていません。 

6. サイトの更新： タイムリーな情報を提供することで、「QDF (Query Deserves 

Fressness)」の恩恵を受けられ可能性があります。Googleは、常に新鮮さに関するアルゴ

リズムを更新していますが、サイトの更新や新規コンテンツの追加がそのまま上位表示につ

ながるわけではありません。 

QDFは、ブログやサイトを頻繁に更新することで自動的に適用されて、ランキングを押し

上げるものではありません。 

7. サイトのユーザー体験： モバイルのユーザー体験・ユーザビリティーがランキング要

因として使用されることからみると、ユーザー体験の重要度は、より大きくなっていきそう

です。 

8. レビュー・口コミ： Googleは、レビューや口コミをローカル検索やプレイス検索に活

用しています。 

9. サイトの不具合： サイトメンテナンスやサーバーダウンによって、1週間以上サイトに

アクセスできなくなったら、インデックスから削除されてしまう可能性が高いです。 

2～3日間で復旧できれば、検索結果やインデックスに影響を与えないかもしれない。しか

し、1週間から 1か月かかる場合は、検索結果から削除されてしまうでしょう。 

10. IPアドレス： Googleは、サーバーの場所もコンテンツを把握するために使用してい

るので、自分の国のサーバーを利用することが無難といえるでしょう。 

11. サイト証明書： Googleは、HTTPSがランキングシグナルであることを明言していま

す。現在はとても小さい要因ですが、これから大きな要因となりうることを示唆しています。

http://www.searchenginejournal.com/breadcrumbs/15022/
http://www.searchenginejournal.com/breadcrumbs/15022/
http://youtu.be/ALzSUeekQ2Q
http://youtu.be/QyFlIhruda4
http://youtu.be/QyFlIhruda4
http://youtu.be/o4hH4ZQ_19k
http://youtu.be/o4hH4ZQ_19k
http://www.seobythesea.com/2010/11/how-google-may-manage-reputations-for-reviewers-and-raters/
http://youtu.be/qXrwyTGOf1E
http://googlewebmastercentral.blogspot.jp/2007/08/server-location-cross-linking-and-web.html
http://googlewebmastercentral-ja.blogspot.jp/2014/08/https-as-ranking-signal.html
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大規模サイトや重要な個人情報を扱うサイトは実装を急ぐべきで、Google Search Console

のヘルプでは HTTPSの移行方法をまとめています。 

このランキングの変更は、グローバルでクエリの 1% 未満にしか影響しませんが、これか

ら長い期間をかけて強化していきます。 

12. サイトの信頼性： サイトの信頼性をはかる要因として、次のシグナルが使用されてい

る可能性があります。 

• プライバシーポリシー 

• 物理的な住所 

• フリーダイヤル 

• コピーライト表記 

• 情報開示方針 

• 再配布方針 

• About us 

• 問合せページ 

• 電話番号と住所、運営者の名前 

13. メタ情報の重複： タイトルタグやメタディスクリプションが重複している場合、フィ

ルタリングされて検索結果に表示されないページが発生する可能性があります。 

14. モバイル端末への最適化： Googleは、2015年 4月 21日からスマートフォンの対

応の有無を、モバイル検索時のランキング要因として使用することを発表しました。

Googleは以前からレスポンシブデザインを推奨しています。サイトがモバイルに対応して

いるかどうかを、モバイル フレンドリー テストで確認することができます。 

Google では、4 月 21 日より、ウェブサイトがモバイル フレンドリーかどうかをランキン

グ要素として使用し始めます。この変更は世界中の全言語のモバイル検索に影響を与え、

https://support.google.com/webmasters/answer/6073543
http://www.webmasterworld.com/google/4548718.htm
http://googlewebmastercentral-ja.blogspot.jp/2015/02/finding-more-mobile-friendly-search.html
https://developers.google.com/webmasters/mobile-sites/mobile-seo/overview/select-config
https://search.google.com/search-console/mobile-friendly


 4 

検
索
ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

完
全

リ
ス

ト
 | 

Ve
r4

.0
  

Google の検索結果に大きな変化をもたらします。この変更によって、検索ユーザーは、ク

エリへの関連性が高く使用端末にも適した高品質な検索結果を見つけやすくなります。 

 

【追記】： 2015年 11月 1日より、モバイル検索からのユーザーに対して、アプリのダウ

ンロードを促すインタースティシャル広告を設置しているサイトの評価を下げると発表しま

した。（モバイルフレンドリーではないと判断されます。）なお、2017 年 1 月 10 日には、

アプリだけでなく全てのインタースティシャルを表示するモバイルページの評価を下げるア

ルゴリズムの変更が実施される予定です。ユーザー体験を損ねるインタースティシャルは検

索順位が低下する可能性が高いということです。 

【追記】： 2017年 1月 10日より、モバイル検索において、コンテンツへのアクセスを阻

害するインタースティシャルやポップアップを表示しているサイトのランキングを低下させ

るランキング要素の更新を実施しました。 

1 月 11 日更新：本日より、ユーザーがモバイル検索結果からコンテンツに簡単にアクセス

できないページは、これまでよりも低く掲載される可能性があります。すでにお伝えしてい

る通り、この新しいランキング要素は、ランキングに使用する何百もの要素の一つに過ぎま

せん。検索クエリの意図は引き続き重要なランキング要素ですので、関連性の高いコンテン

ツを含む優れたページであれば、今後も上位にランキングされる可能性があります。 

【追記】：2016年の 5月より、モバイルフレンドリーの有無が、モバイル検索時のランキ

ングにさらに強く影響を与えることを Googleが発表しました。なお、モバイルフレンドリ

ーテストで問題がないサイトは、特別な施策を行う必要はありません。 

https://www.suzukikenichi.com/blog/google-will-devalue-mobile-pages-showing-all-kinds-of-intrusive-interstitials/
https://webmaster-ja.googleblog.com/2016/08/helping-users-easily-access-content-on.html
https://webmaster-ja.googleblog.com/2016/08/helping-users-easily-access-content-on.html
http://googlewebmastercentral-ja.blogspot.jp/2016/03/continuing-to-make-web-more-mobile.html
http://googlewebmastercentral-ja.blogspot.jp/2016/03/continuing-to-make-web-more-mobile.html
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この 5 月からは、当該ランキング要素の効果を高めるアルゴリズムのアップデートを段階

的におこなっていきます。このアップデートにより、モバイルでも見やすいページが検索結

果でさらに多く表示されるようになります。 

【追記】： 2016年 6月よりモバイルウェブサイトスピードテスティングツール（Mobile 

Website Speed Testing Tool）が公開されました。モバイルフレンドリーの有無、モバイ

ル端末・デスクトップの表示速度をチェックすることができます。従来の PageSpeed 

Insightsと全く同じ機能ですが、ユーザーインターフェースのデザインを刷新して視覚的に

情報を把握しやすくしています。（モバイルのスコアは見ないでください(笑)。） 

 

なお、数か月以内に実施予定の次のモバイルフレンドリーアップデートでは、モバイル検索

時のページ表示速度がランキング要因になることを Googleの Gary Illyes 氏が認めていま

す。次に行うべきモバイル SEOは、ページスピードの高速化といえるでしょう。 

At Search Marketing Summit Sydney today, Gary Illyes confirmed that page speed 

will be a factor in the next mobile friendly update. 

【追記】：2016年 8月よりスマートフォン対応したページに表示されていたスマホ対応の

ラベルが、モバイル検索結果に表示されなくなりました。スマホ対応は依然としてランキン

グ要因のままですが、ほとんどのサイトがスマホに対応したことから表示の必要がなくなり

ました。 

このたび Google では、検索結果の表示項目を整理してスマホ対応ラベルの表示を停止する

ことにしました。ただし、スマホ対応の基準は、今後もランキング要素として適用されます。 

https://testmysite.thinkwithgoogle.com/
https://developers.google.com/speed/pagespeed/insights/?hl=ja
https://developers.google.com/speed/pagespeed/insights/?hl=ja
http://www.thesempost.com/next-mobile-friendly-update-includes-page-speed-coming-in-months/
http://www.thesempost.com/next-mobile-friendly-update-includes-page-speed-coming-in-months/
https://moukegaku.com/mobile-seo-infographics/
https://googlewebmastercentral-ja.blogspot.jp/2016/08/helping-users-easily-access-content-on.html
https://googlewebmastercentral-ja.blogspot.jp/2016/08/helping-users-easily-access-content-on.html
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15. YouTube： YouTube動画を埋め込むと、SEO効果があるという噂が 2008年にあ

りました。人気のある YouTube動画にリンクを貼ることは、素晴らしいコンテンツにリン

クをする発リンクの効果を期待できるかもしれません。なお、YouTubeの SEOも上位表示

には欠かすことができない重要な施策です。 

16. Google Search Console・Google Analyticsへの登録： 2つのツールに登録する

ことは、インデックスの促進に役立ちます。登録するだけで直接 SEO効果を期待できるわ

けではありませんが、必要な情報を Googleに伝えることができるという点からすると、ラ

ンキング要因に影響を与えているといってもいいでしょう。（SEO対策に役立つツールリ

ストはこちら） 

17. アフィリエイトプログラム： 独自性のあるコンテンツをもたないアフィリエイトサイ

トは、ランキングが低くなる可能性があります。 

商品アフィリエイト リンクを含むページで、商品の説明とレビューを元の販売者から直接

コピーし、独自のコンテンツや付加価値を加えることなくそのまま掲載しているもの。 

18. ブラウジング履歴： Googleにログイン状態でのブラウジング履歴は、何らかのデー

タとして使用しているのではないかという噂があります。 

19. ユーザーの検索履歴： ユーザーの検索履歴やソーシャル状況などに応じて、検索結果

が変わる可能性があります。いわゆる SPYW (Search Plus Your World)です。 

Google Search, plus Your World はあなたの人間関係（ソーシャルグラフ）に基づいて検索

結果を個別化するパーソナライズ検索です。ここでいう「人間関係」は、Google+ のサーク

ルに基づきます。 

20. セーフサーチ： 成人向けコンテンツなどを提供している場合、フィルタリングによっ

て検索結果が除外される可能性があります。 

21. 著作権： DMCA（デジタルミレニアム著作権法）侵害の申し立ての数が多いサイトの

順位を下げるパイレーツアップデートは、2014年にさらに強化されました。 

http://www.webmasterworld.com/google/3645926.htm
https://moukegaku.com/youtube-seo-complete-guide/
https://moukegaku.com/seo-tools/
https://moukegaku.com/seo-tools/
https://support.google.com/webmasters/answer/76465?hl=ja
https://support.google.com/webmasters/answer/76465?hl=ja
http://www.sem-r.com/google-2010/20140309000144.html
http://googlepublicpolicy.blogspot.jp/2014/10/continued-progress-on-fighting-piracy.html
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22. ローカル検索： ユーザーがいる場所に応じて、異なる検索結果を表示するアルゴリズ

ムがあります。日本では、通称ヴェニスアップデートが導入されていると予想されています。

海外ではピジョンアップデートが導入されていますが、日本では導入されていないようです。 

23. トランザクショナル検索： 決済や取引を目的とする検索の場合、通常のキーワード検

索と異なる検索結果が表示される傾向にあります。 

24. Googleショッピング： キーワードよっては、検索結果に Googleショッピングが表

示されます。ECサイトによっては重要な要因です。 

25. 画像検索結果： ナレッジグラフの一つとして、キーワードに対して画像の検索結果を

表示することがあります。 

26. イースターエッグ： Googleには、たくさんの裏機能があります。ランキング要因と

は関係なさそうですが。 

ウェブページに関する要因 

 

27. タイトルタグにキーワード： タイトルタグのキーワードはとても重要です。内部対策

において、最も優先度の高い施策といって過言ではないでしょう。適切なキーワード選定を

行うことが重要です。 

28. タイトルタグの先頭付近にキーワード： 2013年の Mozの実験によると、タイトルタ

グの先頭付近にキーワードを配置することが上位表示に役立ちます。また、検索結果を見た

ユーザーがクリックしやすいとう傾向もあります。 

http://searchengineland.com/google-pigeon-update-rolls-uk-canada-australia-211576
http://www.moxbit.com/2011/05/google-easter-egg.html
https://moukegaku.com/on-page-seo/
https://moukegaku.com/on-page-seo/
https://moukegaku.com/keyword-research/
https://moukegaku.com/keyword-research/
http://moz.com/learn/seo/title-tag
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29. H1タグにキーワード： タイトルタグ同様に、H1タグにキーワードを配置すること

は重要です。WordPressのような CMSを使用していると、タイトルタグと H1タグが同じ

になりますが、一部のテーマでは異なる場合もあるようです。確認してみてください。 

 

30. H2・H3・H4タグにキーワード： タイトルタグや H1タグほどではありませんが、

関連性を示す要因となります。 

31. コンテンツ内にキーワード： コンテンツ内にキーワードを配置することはもちろんで

すが、キーワードの共起語を使用することが望ましいです。キーワードの関連用語は、

Googleキーワードプランナーで検索することができます。 

32. コンテンツ内の先頭付近にキーワード： コンテンツの先頭から 200文字以内に、キ

ーワードを含ませることが効果的だとされています。 

33. 補足コンテンツ： Google検索品質評価ガイドラインによると、役立つ補足コンテン

ツは、質を高めるだけでなくランキングを押し上げる要因にもなります。 

34. 画像・動画： 画像や動画などのマルチメディアコンテンツを活用することは、質を高

める要因となり得ます。 

35. ページレイアウト： ページレイアウトアルゴリズムは、ユーザー体験を損ねているサ

イトの評価を下げます。サイト上部のスクロールしないで見える領域に、広告がたくさんあ

る場合は要注意です。2014年に 3度目の更新を実行しています。 

【追記】：2015年 11月の検索品質評価ガイドラインでは、コンテンツを”front and 

center”に配置することが重視されています。Above the fold (スクロールしないで見るこ

とができる範囲)にメインコンテンツを配置するべきです。 

36. 文法の正しさ： 綴りや文法の正しさは、ランキング要因に含まれていません。しかし、

ユーザー体験に直結することからも、間接的に影響を与えていることは間違いありません。

また Googleは、評判の良いサイトほど綴りや文法が正しいという傾向を把握しています。 

https://moukegaku.com/wordpress-seo/
https://moukegaku.com/how-to-use-the-google-keyword-planner/
http://www.slideshare.net/oggin/google-search-quality-rating-program-general-guidelines-v5
http://insidesearch.blogspot.jp/2012/01/page-layout-algorithm-improvement.html
http://youtu.be/qoFf6Kn4K98
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私たちがページの質を評価することに用いている 200以上の要因には含まれていない。 

37. 重複するコンテンツ： 重複するコンテンツの内容によっては、ランキングの低下やイ

ンデックスの削除をまねく可能性があります。 

Google でのランキングの操作やユーザーへの偽装を意図した重複コンテンツが表示される

可能性が認識された場合も、Google では関係するサイトのインデックス登録とランキング

に対して適切な調整を行います。その場合、該当するサイトはランキングが低下するか、

Google インデックスから完全に削除されて検索結果に表示されなくなる可能性があります。 

38. サイト内の類似コンテンツ： サイト内に似た内容のコンテンツがたくさんある場合、

サイトの評価が下がる可能性があります。 

39. rel=”canonical”： 重複したコンテンツを対処する方法としては、rel=”canonical”

で正規化することが望ましいです。 

ウェブページで rel=canonical 属性 を指定することは、検索エンジンが 重複ページ の中

からどのページをインデックスに登録するかを判断する上で重要な手がかりとなります。 

40. キーワードの語順： キーワードの語順は、完全に一致しているほうが関連性が高いと

判断されます。ただし、ロングテールキーワードの場合は影響が少ないようです。 

41. キーワード密度： キーワード密度は、ランキングに影響しません。しかし、キーワー

ドを不自然に詰め込みすぎるとマイナスに働きます。 

42. 関連用語の組み合わせ： Latent Semantic Index（LSI）という技術は、Googleで

は使用されていません。 

43. コンテンツの量： serpIQによると、コンテンツの量が多いほど上位表示されやすい

傾向にあります。日本語の場合、4000文字以上が目安です。 

https://support.google.com/webmasters/answer/66359?hl=ja
http://googlewebmastercentral-ja.blogspot.jp/2013/05/5-common-mistakes-with-relcanonical.html
http://googlewebmastercentral-ja.blogspot.jp/2013/05/5-common-mistakes-with-relcanonical.html
http://youtu.be/Rk4qgQdp2UA
http://blog.serpiq.com/how-important-is-content-length-why-data-driven-seo-trumps-guru-opinions/
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44. 画像の最適化： 画像の内容を伝えるためには、画像のファイル名、alt属性、画像周

辺の文章を最適化することが重要です。 

45. メタディスクリプションにキーワード： 以前ほど重要ではありませんが、スニペット

のキーワードが太字表示されることからも、依然として影響を与えていることがわかります。 

46. ページの表示速度： ページの表示速度は、2012年から日本でもランキング要因とな

っています。すごく遅いとマイナスですが、早いとプラスになるわけではありません。ラン

キング要因としては小さなものですが、ユーザーエクスペリエンスに大きな影響を与えます。

2秒以内にページを読み込むことが、Googleにもユーザーにも効果的な１つの基準とされ

ています。 

47. Chrome上の表示速度： Chromeブラウザ上での表示速度など、Chrome上でのユ

ーザーの活動をランキング要因として使用しているという議論があります。しかし、2012

年にマット・カッツ氏は、Chromeのデータはアルゴリズムに使用していないと明言してい

ます。真実は？ 

48. コンテンツ更新の新規性： 2010年にカフェインを導入して以降、コンテンツの更新

がいつ行われたのかということが少なからず影響を与えています。カフェインは、アルゴリ

http://youtu.be/BDYY9zSymkI
http://www.webmasterworld.com/google/4487777.htm
http://googlewebmastercentral.blogspot.jp/2010/06/our-new-search-index-caffeine.html
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ズムのアップデートではなくインデックスの刷新でしたが、間接的にランキング要因に関係

しています。 

 

49. コンテンツの更新頻度： Googleのジョン・ミューラー氏は、更新頻度は重要ではな

く、質が重要であると明言しています。ただし、更新頻度が要因ではないとは言っていませ

ん。 

50. コンテンツの再編集： 古いコンテンツを再編集して情報をアップデートすることは、

Googleだけでなくユーザーにとっても好影響を与えます。 

51. 人による編集： Googleは、自動生成コンテンツやスクレイピングなどのコンテンツ

ファーム対策を行っています。人の手による編集かどうかを判断するための特許も取得して

います。ランキング要因かどうかは不明です。 

52. 情報源： 情報源や参照先を明確にすることは、質を高める要因となりそうです。ソー

シャルシグナルに関する特許では情報源に関する要因が多いので、通常検索でも使用されて

いると考えるのが自然です。 

53. ニューストピック： Googleニュースに登録されていないサイトのコンテンツでも、

ユニバーサル検索結果に表示されることがあります。 

54. リストタグ： リスト構造で書かれた箇条書きは、Googleに重要なキーワードを伝え

ることに役立ちます。箇条書きは、ユーザーにとってもわかりやすい構成です。 

55. 発リンク： 「質の高いサイトは、質の高いサイトへリンクする」という考えから、質

の高いサイトへリンクすることは、信頼性の要因を高める可能性があります。 

56. 発リンクの数： 発リンクが多すぎると、ページランクの流出、ユーザー体験の低下な

どの悪影響が発生する可能性があります。 

https://productforums.google.com/forum/#!msg/webmasters/ZOfwb2gaOeo/rJW63sbXLFAJ
http://www.google.com/patents/US7096214
http://appft.uspto.gov/netacgi/nph-Parser?Sect1=PTO1&Sect2=HITOFF&d=PG01&p=1&u=%2Fnetahtml%2FPTO%2Fsrchnum.html&r=1&f=G&l=50&s1=%2220130036109%22.PGNR.&OS=DN/20130036109&RS=DN/20130036109
http://appft.uspto.gov/netacgi/nph-Parser?Sect1=PTO1&Sect2=HITOFF&d=PG01&p=1&u=%2Fnetahtml%2FPTO%2Fsrchnum.html&r=1&f=G&l=50&s1=%2220130036109%22.PGNR.&OS=DN/20130036109&RS=DN/20130036109
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57. 発リンク先のコンテンツ： リンク先のコンテンツの内容を、関連性を把握するための

要因として使用している可能性があります。 

58. アフィリエイトリンク： アフィリエイトリンクを隠しても隠さなくても、SEO上は

関係ありません。 

59. 内部リンクの数： 内部リンクの数は、ページの重要性を示す要因となります。 

60. 内部リンクの質： 上位表示されている強いページから、弱いページへ内部リンクする

ことで、ページランクを渡すことができます。 

61. リンク切れ： Google検索品質評価ガイドラインによると、リンク切れはページの質

に関係する要因の一つです。 

62. HTML文法： HTML文法（W3C）が正しさは、プラスの影響を与えません。Google

の検索ページも最低限のルールは守りつつも、W3Cに準拠していない記述があります。 

私たちは、W3C標準に準拠しているウェブページの順位を上げることはしてない。インタ

ーネットのほとんどページは、準拠してない。 

63. URLにキーワード： URL中のキーワードは、ランキングに影響します。日本語ドメ

インのキーワードも、プラスに影響するようです。（Punycode変換されていても読み取る

ことができるため。） 

64. URLの階層： URLのディレクトリ階層・深さは、ランキング要因ではありません。

ディレクトリ階層よりも、何回のクリックで到達できるかというリンク階層が重要です。 

65. URLの長さ： URLの長さは、ランキング要因ではありません。しかし、URLが長い

と検索結果でのクリック率が低いというデータがありますので、間接的に影響しています。 

66. カテゴリ： コンテンツを分類するカテゴリは、関連性に関係する要因だとされていま

す。しかし、カテゴリの URLにキーワード挿入する必要はありません。 

67. タグ： パンダアップデート以降、不必要なタグが大量にある場合は、マイナスになる

ことが多いようです。 

http://moz.com/blog/external-linking-good-for-seo-whiteboard-friday
https://productforums.google.com/forum/#!profile/webmasters/APn2wQfwnLCppu6DvxAqqISVEhyrsUurniJq_G0HVmZsWnpbQjjMusL6nBGleGROJh5lKlECMTbE/webmasters/JWVOQhQYDFw/NxWmLs5b1ekJ
https://productforums.google.com/forum/#!profile/webmasters/APn2wQfwnLCppu6DvxAqqISVEhyrsUurniJq_G0HVmZsWnpbQjjMusL6nBGleGROJh5lKlECMTbE/webmasters/JWVOQhQYDFw/NxWmLs5b1ekJ
http://youtu.be/FPBACTS-tyg
http://youtu.be/UbimY0exQIA
http://youtu.be/UbimY0exQIA
http://webmasters.stackexchange.com/questions/36434/what-should-filenames-and-urls-of-images-contain-for-seo-benefit/37593#37593
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68. リーディングレベル： Googleが開発したリーディングレベルという機能は、英語で

の Google検索時に検索オプションとして使用することができます。コンテンツの難易度で

検索結果を絞り込むことができる機能ですが、日本語のサイトはまだ対象外となっているよ

うです。 

69. ドメインオーソリティー： Googleが 2013年に完成させたアルゴリズムは、オーソ

リティーが高いサイトのページを高く評価します。 

たとえば、薬に関する詳細な情報をもっている医療関係のサイトは、オーソリティサイトと

して順位を押し上げることになるだろう。 

【追記】： ランキングのコンセプトとして、ページオーソリティーやドメインオーソリテ

ィーという名称のシグナルは利用していないと、SMX West 2017 で Google社員が明言し

ています。URL単位でのランキングにフォーカスしているためです。 

70. 上位表示されている他のキーワードの数： 様々なキーワードで上位表示しているペー

ジがある場合、他のページの質を高める要因となる可能性があります。 

71. ページランク： ツールバーに表示されるページランクは、今後更新されない可能性が

高いです。しかし、アルゴリズムとしてのページランクは、引き続き重要な要因です。誰も

見ることができませんが。 

72. ウェブページの年齢： ウェブページの新しい・古いは、ランキングに影響します。し

かし、どちらがプラスになるのかは状況次第です。なお、Googleは、新しいコンテンツを

好む傾向にありますが、これは古いコンテンツをアップデートすることも含まれています。 

73. サイトマップの優先度： サイトマップの優先度は、ランキング要因ではありません。

サイト内の相対的な重要度を示していますが、間接的に何らかの影響を与えている可能性も

あります。 

74. パークドメイン： ドメインだけ取得してサイトとして使用していないパークドメイン

は、検索結果に表示しないようにします。 

https://support.google.com/websearch/answer/142143?hl=ja&rd=1
http://youtu.be/0URIeqBPVZ8
https://www.suzukikenichi.com/blog/ama-with-google-search-at-smx-west-2017/
https://plus.google.com/events/cnshvui7lrcl903fqbc0r3unkgs
http://googlewebmastercentral.blogspot.jp/2008/01/sitemaps-faqs.html
http://insidesearch.blogspot.jp/2011/12/search-quality-highlights-new-monthly.html
http://insidesearch.blogspot.jp/2011/12/search-quality-highlights-new-monthly.html
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75. 有益なコンテンツと高品質なコンテンツ： SEOにおいて、”有益”と”質”というキーワ

ードは同じような意味合いで使用されることが多いですが、有益なコンテンツと高品質なコ

ンテンツには違いがあります。Googleもその点を区別している可能性が高いようです。 

76. タイムリーな話題： 新しい情報が上位表示されやすくなる 3つのケースがあります。

「最近の出来事や注目のトピック」、「定期的に発生するイベント」、「繰り返し更新され

るもの」です。 

 

77. 検索結果の多様性： Googleは公式に使用していませんが、通称 QDDというアルゴ

リズムが存在するのではないかといわれています。ユーザーの検索キーワードが具体的では

ない場合に、多様性のある検索結果を表示するというものです。  

http://www.searchengineoptimization.jp/to-create-useful-content
http://www.searchengineoptimization.jp/to-create-useful-content
http://www.searchengineoptimization.jp/to-create-useful-content
https://www.seroundtable.com/google-quality-vs-useful-17412.html
http://googlejapan.blogspot.jp/2011/11/blog-post.html
http://moz.com/blog/does-query-deserves-diversity-algorithm-exist-at-google
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ユーザーインタラクションに関する要因 

 

78. 直帰率： Googleは、直帰率をランキング要因として使用していないと明言していま

す。しかし、パンダアップデートの影響を受けたサイトの多くが、直帰率が高いというデー

タもあります。間接的に何かの影響を与えている可能性は高そうです。 

79. 滞在時間： サイト内滞在時間は、不正に操作されやすいのでランキング要因ではない

と考えられます。しかし、データの裏付けなどに使用されている可能性が高く、多くの

SEO専門家が重要な要因だと判断しています。 

80. ダイレクトトラフィック： Googleは、chromeのデータを活用していないと明言し

ています。しかし、一部の SEO専門家は、chromeからのダイレクトトラフィックのデー

タを活用していると指摘しています。 

81. リピートトラフィック： リピーターの多いサイトは、プラスになるという議論があり

ます。噂レベルかもしれません。 

82. 自然検索時のキーワードの CTR： 2014年の SMX Advancedで、CTRはランキング

要因ではないと明言しています。しかし、検索結果のクリック率が高いページは、ランキン

グを押し上げる要因となるというのが SEO専門家の通説です。 

【追記】：2015年の SMX Advancedでは、アルゴリズムの 1つでパーソナライズ検索に

おいてデータを使用していることを明言しています。 

83. 自然検索時のサイト全体の CTR： サイト全体のコンテンツの CTRが高い場合、さら

にプラスになる可能性があります。 

https://www.suzukikenichi.com/blog/matt-cutts-answers-many-different-types-of-questions-at-smx-advanced-2014/
https://www.suzukikenichi.com/blog/ama-with-google-gary-illyes-at-smx-advanced-2015/
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84. コメント数： コメント数はランキング要因ではありませんが、コメントによる間接的

な影響がプラスになる可能性があります。 

85. サイトブロック： 2013年にサイトブロック機能は中止されましたが、データはパン

ダアップデートの検証データとして使用しました。 

86. Googleツールバー： ランキング要因として、Googleツールバーのデータを使用し

ているという噂があります。 

87. chromeのブックマーク： chromeのブックマークが、ランキング要因として使用さ

れているのではないかという噂があります。繰り返しますが、Googleは chromeのデータ

を使用していないと明言しています。 

ドメインに関する要因 

 

88. ドメインエイジ： ドメインを取得してからの時間はアルゴリズムに使用されています

が、特に重要というわけではありません。Googleのマット・カッツ氏によると、取得 6か

月のドメインと 1 年のドメインにほとんど違いはなく、オールドドメインを購入するよりも、

コンテンツ作りに時間をかけるべきという趣旨の発言をしています。 

89. ドメインの契約期間： ドメイン管理会社との契約期間を意味します。Googleの特許

によると、長期契約されたドメインよりも 1年契約のドメインの方が、スパム目的に利用さ

れやすいという傾向があるという記述があります。そのため、長期契約のドメインは信用さ

れやすいという予測が生まれたわけですが、特許にあるからといってアルゴリズムに使用さ

れているわけではありません。 

http://www.google.com/reviews/t
http://youtu.be/-pnpg00FWJY
http://www.searchenginejournal.com/domain-age-how-important-is-it-for-seo/7296/
http://www.searchenginejournal.com/domain-age-how-important-is-it-for-seo/7296/
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90. ドメインのWhois情報の公開の有無： マット・カッツ氏は、Whois情報はなるべく

公開した方が良いと、2006年の Pubcon（コメント欄）で発言しています。Whois情報を

公開していないサイトは、何かやましい理由があると予測できるためです。 

91. ccTLD国別コードトップレベルドメイン： 「.jp」などの国を指定するドメインは、

その国では有利に働く可能性がある一方で、グローバル検索時に制限を受ける可能性があり

ます。また、日本を対象としているサイトが、他の ccTLDをドメイン名を使用している場

合はマイナスに働く可能性があります。なお、一部の ccTLDは、gTLD（ジェネリックトッ

プレベルドメイン）して扱われるものもあります。 

Google は、.tv や .me など一部の国別コード トップレベル ドメイン（ccTLD）を gTLD 

として扱います。このようなドメインは、特定の国をターゲットとするものではなく汎用的

であるとみなすユーザーやウェブマスターが多いからです。 

92. トップレベルドメインの中にキーワード： ドメインの中にキーワードを使用するとこ

とは、検索順位にわずかな影響を与えます。検索結果でドメイン中のキーワードが太字表示

されることからも見て取れます。（日本語ドメインも一時期大きなプラス要因となりました

が、現在の影響は微々たるもので、Punycode変換の必要性などから敬遠されることもあり

ます。） 

【追記】： SMX Advanced 2016 で Googleのゲイリー・イェーシュ氏は、ドメイン中の

キーワードに対して次のように発言しています。 

影響力はとても小さく、期待するほどのものではない。 

93. サブドメイン・サブディレクトリ中にキーワード： Mozは、サブドメインとサブディ

レクトリ中のキーワードは、検索順位にわずかに影響を与えると判断しています。なお

Googleは、サブドメインとサブディレクトリを同等に扱っていますが、SEO的にはサブド

メインよりもサブディレクトリの方がメリットが多いようです。 

94. ドメインの履歴： ドメインの所有者が（Whois情報）頻繁に変わると、Googleによ

ってサイトの履歴がリセットされる可能性があります。ドメイン履歴のリセットに関係する

条件は、9つ程度あるようです。 

http://www.searchenginejournal.com/seo-question-do-whois-privacy-services-harm-seo/5874/#comment-688258
https://support.google.com/webmasters/answer/1347922?hl=ja
https://www.suzukikenichi.com/blog/ama-google-search-with-gary-illyes/
http://moz.com/learn/seo/domain
https://www.suzukikenichi.com/blog/conditions-history-of-domain-name-is-reset/
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95. ドメインの所有者のペナルティ： Googleは、ドメインの所有者がスパマーであると

特定している場合、その人物が運営する他のサイトも調査をします。 

96. ドメインの先頭にキーワード： 2013年のMozの調査によると、ドメインの先頭にキ

ーワードを配置することは、ドメインの真ん中や後ろ配置するよりも SEO的に有利に働き

ます。 

 

97. キーワードと完全一致のドメイン： キーワードと完全一致するドメインは、一昔前は

強い影響力をもっていました。しかし、EMDアップデートによって、サイトの質が低い完

全一致ドメインが上位表示されなくなりました。当初 EMDアップデートは、英語圏のクリ

エを対象にしていましたが、日本語ドメインにも導入している可能性が高いようです。 

98. ドメインの多様性： 検索結果が同一のドメインで埋め尽くされないように、1ページ

目は様々なドメインが表示されるようになっています。 

99. ジオ･ターゲティング： アクセス元の IPアドレスから地域を割り出し、その地域に関

する情報を提供する仕組みです。日本からの検索の場合、サーバーやドメインが日本にある

サイトを優遇する可能性があります。  

http://moz.com/search-ranking-factors/survey
https://twitter.com/mattcutts/status/251784203597910016
http://youtu.be/pDUO0vPdy5M
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被リンクに関する要因 

 

100. リンク元サイトの関連性： 自サイトと関連するサイトからのリンクは、無関係のサ

イトからのリンクより高く評価されます。 

101. リンク元ページの関連性： Hilltopアルゴリズムは、ページと関連性が高いページか

らのリンクを高く評価します。 

Hilltop アルゴリズムとは、ページの「専門性」を考慮に入れて検索結果ランクを決めよう

とするアルゴリズムです。 

102. リンク元サイトの質： ページランクが高いサイトからのリンクは、ページランクが

低いサイトからのリンクよりも高く評価される可能性が高いです。オーソリティーがあるサ

イトを高く評価するアルゴリズム自体は存在します。 

103. リンク元ページの質： ページランクの高いページからのリンクは、特に強力な要因

です。 

104. URLへのリンク： ホームページドメインへのリンクは、重要視される可能性があり

ます。 

105. ガイドライン違反をしているサイトからのリンク： Googleのガイドラインを違反

していたり、ペナルティを受けているサイトからのリンクは、マイナスに働く可能性があり

ます。 

106. 相互リンク： 過度なリンク交換は、悪影響を与える可能性があります。 

過剰なリンク交換、または相互リンクのみを目的としてパートナー ページを作成すること。 

http://moz.com/learn/seo/external-link
http://youtu.be/0URIeqBPVZ8
http://youtu.be/0URIeqBPVZ8
http://www.searchenginejournal.com/looking-for-bad-guys-discovering-networks-of-sites/6786/
https://support.google.com/webmasters/answer/66356?hl=ja
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107. リンクの多様性： 様々なソースからのリンクが集まるのが自然です。しかし、リン

クが質の低いディレクトリやブックマークサイトに偏っている場合、Googleのガイドライ

ンへの違反にあたる不自然なリンクとしてみなされる可能性があります。 

108. オーソティーサイトからのリンク： オーソリティーサイトからのリンクは、他のリ

ンクより高く評価されます。 

109. スパムブログからのリンク： リンクを送るために作られたスパムブログからのリン

クは、通常のリンクよりも低評価されます。 

110. リンク元のドメインエイジ： 古いドメインのサイトからのリンクの方が、高く評価

される可能性があります。MSNの特許から、Googleも同様の評価を下している可能性があ

ります。 

111. 重複なしの被リンク数： 重複なしのリンク数は、とても大きな評価要因です。同じ

サイトからリンクを獲得するよりも、様々なサイトからリンクを獲得するほうが検索順位が

向上します。 

 

112. 総被リンク数： 同じドメインからのリンクを含む総被リンク数は、重複なしのリン

ク数と同様に要因の一つです。ドメインに被リンクを獲得すると、他のページのランキング

にも好影響を与えます。 

http://www.sem-r.com/news-2011/20110311164940.html
http://appft1.uspto.gov/netacgi/nph-Parser?Sect1=PTO2&Sect2=HITOFF&u=%2Fnetahtml%2FPTO%2Fsearch-adv.html&r=1&p=1&f=G&l=50&d=PG01&S1=20080086467.PGNR.&OS=dn/20080086467&RS=DN/20080086467
http://moz.com/blog/guide-to-competitive-backlink-analysis
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113. 教育機関・政府機関のリンク： 教育機関や政府機関のドメインからのリンクは、自

動的に高評価されるわけではありません。しかし、これらの機関は良質な被リンクを得てい

ることが多いため、リンクを獲得すると高評価を得られやすい傾向にあります。 

「.gov」も「.edu」も関係ない。これは Twitterや Facebookも同じ。 

114. 競合サイトからのリンク： 同じテーマを扱う競合サイトからのリンクは、特定のキ

ーワードに関して有利に働く可能性があります。 

115. SNSからのリンク： ソーシャルシェアからのリンクは、今のところランキング要因

ではありません。しかし、Google＋、Twitter、Facebookなどからのリンクは、間接的に

SEOに好影響を与えることにつながります。 

【追記】： 2015年の 8月末より、PCからのウェブ検索結果にツイートを表示し始めてい

ます。検索クリエに対して関連性が高いツイートが検索結果に表示され、リアルタイムに対

応しています。なお、今のところ米 Googleだけでの提供にとどまっています。 

【追記】： 2016年 6月段階で、Twitterや Facebookのソーシャルシグナルは利用してい

ません。各 SNSのデータを入手することができないことが原因です。 

116. ゲスト投稿からのリンク： 自分が所有していないサイトに記事を投稿することを、

マット・カッツ氏は推奨していません。ゲスト投稿の乱用は、品質ガイドラインに違反して

います。 

アンカー テキスト リンクにキーワードを豊富に使用した、大規模なアーティクル マーケテ

ィング キャンペーンやゲスト投稿キャンペーン。 

117. Nofollowのリンク： Nofollowのリンクは、原則的にページランクを転送しませ

ん。”原則的に” 

原則的に、nofollow を使用することは、Google のウェブ全体の図式からリンクを除外する

ことになります。 

118. スポンサーリンク： スポンサーリンクなどと表記されているリンクは、通常のリン

クよりも低く評価される可能性が高いです。 

http://youtu.be/UxTmZulcQZ0
http://youtu.be/UxTmZulcQZ0
https://moukegaku.com/everest-method/
https://moukegaku.com/share-webwriting/
http://googleindia.blogspot.jp/2013/08/india-webmaster-q-search-quality-team.html
http://googleindia.blogspot.jp/2013/08/india-webmaster-q-search-quality-team.html
https://www.mattcutts.com/blog/guest-blogging/
https://support.google.com/webmasters/answer/35769?hl=ja#quality_guidelines
https://support.google.com/webmasters/answer/96569?hl=ja
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119. 文章中のリンク： コンテンツ（文章中）のリンクの方が、空白のページよりも高く

評価されます。 

120. コンテンツ内のリンクの場所： 英語の場合、コンテンツ（文章中）の初めの方に設

置されるリンクの方が、後ろのリンクよりも重要視されると考えられています。しかし、文

章構造の異なる日本語の場合も同様であるかは定かではありません。 

121. ページ内のリンクの場所： フッターやサイドバーからのリンクよりも、コンテンツ

内のリンクの方が高く評価される可能性が高いです。 

【追記】： フッターのグループサイトへのリンクは妥当な数に留めるべき。Amazon程度

なら問題にならない。 

122. サイドバーからのリンク： サイドバーなどの共通部分からのリンクは、全部を 1つ

として評価しています。なお、ウィジェットを使用したリンクビルディング施策は、

Googleが明確なガイドライン違反の対象であるとしています。 

123. ccTLD（国別コードトップレベルドメイン）からのリンク： ccTLDドメインが、そ

の国で有利に働く可能性があるのならば、そのリンクも同様に、その国の検索結果にプラス

の影響を与える可能性があります。 

124. ハブページからのリンク： Yahoo!カテゴリのようなハブページからのリンクは、特

別な効果を期待することができます。 

125. Wikipediaからのリンク： Wikipediaのリンクには nofollowがついているので、

検索順位には影響しません。しかし、一部の専門家は、SEO 効果があると主張しています。 

126. フォーラムからのリンク： フォーラムからのリンクは、スパムを考慮して通常のリ

ンクよりも低評価です。 

127. 被リンクのアンカーテキスト： アンカーテキストは、以前ほど強力な要因ではなく

なりました。共起語を活用したアンカーテキストが効果的だとされています。 

http://youtu.be/D0fgh5RIHdE
http://youtu.be/mTjN9x-by-I
https://webmasters.googleblog.com/2016/09/a-reminder-about-widget-links.html
http://youtu.be/x4UJS-LFRTU
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【追記】：2016年の調査では、依然としてアンカーテキストの一致がランキングに強い影

響を与えています。しかし一方で過剰なアンカーテキストの最適化がペナルティを受ける可

能性があるのも事実です。 

128. 内部リンクのアンカーテキスト： 内部リンクで同じアンカーテキストを繰り返して

も、一般的な使用範囲内ならばマイナスに作用することはありません。 

一般的には問題ない。内部リンクが何かトラブルを起こすことは通常ない。 

129. リンクのタイトル属性： リンクのタイトル属性も、微弱ながら要因の一つです。 

130. IP分散： クラス C以上の IP分散されたリンクは、ペナルティを防ぐ可能性をもっ

ています。 

131. alt属性： 画像の alt属性は、アンカーテキストの役割を果たします。SEO効果も

プラスなようです。 

 

132. 301リダイレクト： 301リダイレクトによって転送元のページランクは、転送先ペ

ージに完全に引き継がれるのではなく、数パーセントページランクを減少させます。つまり、

受け取るページランクは、ダイレクトリンクよりも少なくなるということです。 

【追記】： 2016年 7月に Google のゲイリー・イリェーシュ氏とジョン・ミューラー氏は、

301リダイレクトも 302リダイレクトも PageRank を失わなくなったと Twitter やオフィ

スアワーで明言しています。 

【追記】： 2017年 5月に Google のジョン・ミューラー氏は、リダイレクトを繰り返して

も SEO に悪影響を及ぼさないとオフィスアワーで発言しました。ただし 1度のクロールで

たどるのは 5回のリダイレクトまでです。 

http://youtu.be/6ybpXU0ckKQ
http://youtu.be/6ybpXU0ckKQ
http://www.webmasterworld.com/google/3657762.htm
http://www.webmasterworld.com/google/4180798.htm
http://youtu.be/Filv4pP-1nw
https://youtu.be/onNwqFa-e_s
https://youtu.be/onNwqFa-e_s
https://youtu.be/SUaPrCV-0jM
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133. 感情分析： 2013年の時点で感情分析を使っていません。しかし、お店などのロー

カル検索には、感情分析を使用しています。 

134. 肯定的なリンク： Googleは、肯定的なリンクをプラスに判断する機能をもってい

るようです。 

135. 否定的なリンク： 肯定的なリンクと反対に、否定的なリンクはマイナスに作用する

可能性があります。 

136. タイトルタグにキーワード： Googleは、タイトルにキーワードを含んだページに

リンクすることを好むようです。 

137. リンク周辺のキーワード： リンク周辺のキーワードや共起語は、リンクの評価に影

響与えています。 

138. 被リンクの年齢： 被リンクの年齢は、古いほうが評価が高く、新しいほうが評価が

低い傾向にあります。しかし、一概にいえるわけではなく、他の要因との関係も影響してい

ます。 

139. ナチュラルリンクの構築： 被リンクがナチュラルリンクで構成されていることは、

とても大きな要因です。リンクビルディング戦略の柱です。 

140. ユーザー生成コンテンツ： コメントなどのユーザー生成コンテンツ（リンクを含む）

は、有益なコンテンツとなり得ます。しかし、ユーザー生成コンテンツのスパムが原因でペ

ナルティを受ける可能性もあります。 

広告のようなコメントや関係のないサイトへのランダムリンクはコメントスパムです。 

141. マイクロフォーマット： マイクロフォーマットを施している場合、有利に働く可能

性があります。 

マイクロフォーマットは HTML（または XHTML）ウェブページにおける、意味を表現する

ための小さなマークアップである。 

142. DMoz： DMozからのリンクは、恩恵を受けるというのが通説です。 

http://moz.com/local-search-ranking-factors
http://moz.com/local-search-ranking-factors
http://patft.uspto.gov/netacgi/nph-Parser?Sect1=PTO2&Sect2=HITOFF&u=%2Fnetahtml%2FPTO%2Fsearch-adv.htm&r=1&p=1&f=G&l=50&d=PTXT&S1=7,346,839.PN.&OS=pn/7,346,839&RS=PN/7,346,839
https://moukegaku.com/link-building/
https://support.google.com/webmasters/answer/81749?hl=ja
https://support.google.com/webmasters/answer/81749?hl=ja
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%88
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【追記】： 2017年 3月 14日にサービスを終了することを発表しました。 

143. Yahoo!カテゴリ： 長い間 Yahoo!カテゴリからのリンクを受けている場合、恩恵を

受けているはずです。 

144. 発リンクの数： 多すぎる発リンクは、ページランクの観点からあまり推奨すること

はできません。Googleは、”妥当な数”と表現しています。しかし、多すぎるからといって

ペナルティを受けるわけではありません。 

145. リンク元の文字数： 文字数の多い記事ほど上位表示されやすいことから、文字数の

多い記事からのリンクは評価を得られる可能性が高いようです。ちなみに、2016年に

SEMRushが調査したデータでは、Google検索結果 1ページ目のコンテンツの平均文字数

は 1890ワーズでした。日本語に換算すると約 5000文字です。 

146. リンク元のコンテンツの質： 低品質なサイトからのリンクは、ペナルティを受ける

可能性すらあります。 

ソーシャルに関する要因 

 

147. ＋1の数： Googleの＋1は、操作されやすいので直接ランキング要因とはなってい

ません。しかし、ユーザーの関係性や信頼性に影響を与えています。 

148. Google＋アカウントのオーソリティー： ユーザーの関連性、信頼性に関する要因

において、他者への影響力は大きな判断材料です。 

149. Google＋の著者情報： 著者情報は、ランキング要因ではありません。 

【追記】： 2016年 6月段階で、著者情報は In-depth articlesにも利用されていません。 

http://www.sem-r.com/seo/20130604014736.html
http://googleindia.blogspot.jp/2013/08/india-webmaster-q-search-quality-team.html
https://productforums.google.com/forum/#!msg/webmasters/4exfLf0K0aw/48oF2evy0YkJ
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150. Google＋のサークル数： Google＋のサークルに含まれている数を、著者の人気・

信頼をはかる要因として使用している可能性があります。 

151. リツイート数： 2015年に Googleと Twitterが再提携したことによって、ツイー

ト数が何らかの影響を与える可能性があります。 

152. ツイート中のリンク： 2010年の提携時には、重要度が低いながらも一時的にツイ

ート中のリンクを要因をとして使用しています。そのため、再提携によってリンクをランキ

ング要因として使用する可能性があります。 

153. Twitterユーザーのオーソリティー： Twitterアカウントの評判・名声は、リンク

同様に大きな要因となりそうです。他者への影響力と捉えることができそうです。 

154. 「いいね！」の数： Facebookの「いいね！」の数は、ランキング要因ではありま

せん。しかし、Facebookのページも、通常のウェブページと同様のインデックス処理をし

ています。間接的に影響を与えているといっていいでしょう。 

155. シェアの数： Facebookのシェアの数は、検索順位に影響を与えている可能性が高

そうです。2011年の Mozの調査によると、上位表示されているサイトは、シェア数が多い

傾向にあります。 

 

http://techcrunch.com/2015/02/05/twitter-confirms-new-google-firehose-deal-to-distribute-traffic-to-logged-out-users/
http://youtu.be/ofhwPC-5Ub4
http://youtu.be/ofhwPC-5Ub4
http://youtu.be/udqtSM-6QbQ
http://moz.com/blog/facebook-twitters-influence-google-search-rankings
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156. Facebookのユーザーのオーソリティー： Twitter同様に、ユーザーのオーソリテ

ィーが、リンクの価値に影響を与えている可能性があります。 

157. Pinterestのピン： Pinterestが、Twitterや Facebookと同様に影響を与える日が

来る可能性はあります。日本は海外ほど流行していませんが。 

158. ソーシャルシェアリング： はてなブックマークなどのソーシャルシェアリングサー

ビスは、間接的に影響を与える可能性があります。 

159.  リンク周辺のテキスト： ソーシャルシェアのリンク周辺のテキストを、関連性を示

す要因として使用している可能性があります。 

160. サイト全体のソーシャルシグナル： サイト全体がソーシャル上で高い評価を受けて

いる場合、ランキングを押し上げる要因となり得ます。 

ブランドに関する要因 

 

161. ブランド名： 多くの人に検索されるブランド名をもつサイトは、Googleから多く

の恩恵を受けられるというのが通説です。 

162. ブランド名のアンカーテキスト： 2010年のヴィンス・アップデート以降、商用キ

ーワードよりもブランドキーワードを含むアンカーテキストが重要だといわれています。 

163. ブランドの検索結果： 検索キーワードに対して、ブランドサイトの複数のページを

検索結果に表示することがあります。Googleは、同一ドメインのページを表示することが

ユーザーにとって望ましい場合に、そういった検索結果を表示するとしています。 

http://searchengineland.com/quantifying-brand-bias-search-results-rand-fishkin-moz-189824
http://youtu.be/LMfWPWUh5uU
http://youtu.be/AGpEdyIcZcU
http://youtu.be/AGpEdyIcZcU
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164. Google＋のローカルページ： Google＋のローカルページは、検索においては

Google＋ページよりも重要です。 

165. Facebook： 強いブランドをもつサイトは、「いいね！」をたくさんもった

Facebookページを所有している傾向にあります。 

166. Twitter： 強いブランドをもつサイトは、たくさんのフォロワーを抱えてる傾向に

あります。 

167. LinkedIn： 強いブランドをもつサイトは、LinkedInにページをもっている傾向に

あります。（日本での利用率はイマイチですが） 

168. LinkedInを利用している人の数： 企業内で LinkedInを利用している社員を多数

抱えている場合、それがブランド要因となる可能性があります。 

169. ソーシャルオーソリティー： 偽物の「いいね！」やフォロワーを獲得していたとし

ても、ブランド要因を高めることはできません。 

170. Googleニュース： Googleニュースに取り上げられることは、ブランドを示す要因

の一つです。ただし、一般的なニュースサイトに掲載してもらうために有料リンクを購入す

ることは、ガイドライン違反です。 

 

http://moz.com/blog/the-next-generation-of-ranking-signals
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171. RSS購読者： ブランドは、多くの RSS購読者を抱えています。Googleリーダーの

終了を考えると、直接ランキング要因として利用している可能性は限りなく低いでしょう。 

172. 話題： リンクしていないブランドの話題でも、Googleはブランド要因としてみて

いる可能性があります。 

173. 情報の更新： ブランドは、情報の正確性や専門性を常に最新の状態に保つことが求

められます。検索品質評価ガイドラインでは、医学、お金、法律等について具体的に例示し

ています。 

【追記】： 2015年 11月に公開された最新の検索品質評価ガイドラインでも、専門性

(Expertise)、権威性(Authoritativeness)、信頼性(Trustworthiness)の”E-A-T”の高いペー

ジを検索結果に表示させたい考えが強調されていました。 

スパムに関する要因 

 

174. パンダアップデート： ユーザーに価値を提供しない低品質なコンテンツばかりのサ

イトは、検索結果に表示されません。パンダアップデートは、アルゴリズムに組み込まれて

います。 

【追記】： パンダアップデートは 2016年 1月にコアランキングアルゴリズムに組み込ま

れました。ただし、完全な自動更新ではなく 2～3か月に 1回程度更新されています。 

【追記】： 2017年 5月末、Google のジョン・ミューラー氏は、パンダアップデートが自

動更新されるアルゴリズムになったことをオフィスアワーで明言しています。また、パンダ

アップデートをはじめとする品質評価アルゴリズムは独立して利用されているものの、異な

るアルゴリズムの情報を参考にする可能性があることを示唆しています。 

http://googlewebmastercentral.blogspot.jp/2015/11/updating-our-search-quality-rating.html
https://youtu.be/SUaPrCV-0jM
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175. ペンギンアップデート： 2012年に導入されたアルゴリズムです。スパム行為や有

料リンク購入などのガイドライン違反をしているサイトの検索順位を低下させます。 

【追記】： 2016年 9月 23日に、ペンギンアップデート 4.0が導入されました。コアアル

ゴリズムの一部となり、リアルタイムに更新されるようになります。以前のペンギンアップ

デートはサイト全体に影響与えていましたが、個別ページごとに影響を与えます。 

また今までのペンギンとは異なり、不正なリンクを得ているページの検索順位を下げるので

はなく、不正なリンクを無効化する仕組みになっています。これにより、ネガティブ SEO

が無くなるという素晴らしい効果が期待されています。 

Penguin でさらにきめ細かい対応が可能になりました。新しい Penguin では、スパムに対

して、サイト全体に影響を与えるのではなく、スパムのシグナルに基づいてランキングを調

整するようになりました。 

【追記】： リンクされているサイトではなく、リンク元のサイトがスパムかどうか判断し

ていることを Googleのゲイリー・イリェーシュ氏が Marketing Land のポッドキャストで

明らかにしています。この説明にもネガティブ SEOの具体例をあげて解説していることか

ら、ペンギンアップデートがネガティブ SEO対策に力を入れていることがうかがえます。 

176. ページレイアウトアルゴリズム： サイトの上部のスクロールしないで見える部分が、

広告で埋め尽くされているようなサイトの評価を下げるアルゴリズムです。 

177. コンテンツにキーワードの乱用： Googleの「キーワード乱用」では、次のように

明言しています。 

ページにキーワードや数字を詰め込むと、ユーザーの利便性が低下し、サイトのランキング

に悪影響が及ぶ可能性もあります。 

178. メタキーワードにキーワードの乱用： コンテンツ同様に、メタキーワードにキーワ

ードを詰め込むことは、マイナスになる可能性があります。 

https://webmaster-ja.googleblog.com/2016/09/penguin-is-now-part-of-our-core.html
http://marketingland.com/podcast-marketing-land-live-30-conversation-googles-gary-illyes-part-1-194202
https://support.google.com/webmasters/answer/66358?hl=ja
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179. メタディスクリプションにキーワードの乱用： メタディスクリプションにキーワー

ドを乱用すると、マイナスになる可能性に加えて、スニペットが正しく表示されてなくなり

ます。 

180. 隠しテキスト： 過剰にキーワードを隠す行為は、偽装行為としてみなされる可能性

があります。 

181. 隠しリンク： ユーザーに見えないようにリンクを過剰に設置する行為も、偽装行為

とみなされます。 

182. サイトと無関係のリンク： 無関係なサイトからのリンクが大量にある場合、そのリ

ンクが評価に値するのかチェックされることがあります。アルゴリズムだけでなく手動の対

応の可能性もあります。 

183. 不自然なリンク： 行き過ぎたリンクビルディングは、ペナルティの対象になります。

ガイドラインに違反するリンク集めは大きな代償を伴います。 

184. 不自然なリンクの警告： Googleから不自然なリンクの警告を受けた場合、不自然

なリンクが無効になるかペナルティを受けることになります。 

185. 手動ペナルティ： 手動によるペナルティを受けている場合、Googleウェブマスタ

ーツールの「手動による対策」で確認することができます。 

186. リンク販売： リンクを販売すると Googleから制裁を受けます。もちろん購入した

人も。2014年に、日本で 7つのリンクネットワークが対策を受けています。 

187. リンク否認ツール： Googleは、リンク否認ツールで得られたデータをアルゴリズ

ムに使用しないと明言しています。嘘でしょう。 

188. ページランクスカルプティング： nofollow属性によってページランクを制御するこ

とは無効となり、Googleは推奨していません。 

189. スパムサイトへのリンク： スパムサイトへの発リンクは、サイトの信頼性を損ねる

可能性があります。 

http://youtu.be/mTjN9x-by-I
https://support.google.com/webmasters/answer/2604824?hl=ja
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190. 不正なリダイレクト： Googleの「不正なリダイレクト」では、次のように述べて

います。 

検索エンジンのクローラが認識したコンテンツと異なるコンテンツを表示することを意図し

て、ユーザーを別のページにリダイレクトすることは、Google のウェブマスター向けガイ

ドライン（品質に関するガイドライン）への違反にあたります。 

191. ポップアップ： ポップアップなどのインタースティシャル要素は、サイトの評価を

下げるだけでなく、正しくインデックスできないことがあります。 

192. アフィリエイトプログラム： 独自コンテンツや付加価値をもたいないアフィリエイ

トサイトは、ランキングが低くなります。 

193. 自動的に生成されたコンテンツ： プログラムによって自動的に生成されたコンテン

ツは、インデックスを削除されてしまうでしょう。 

194. サーバーIPアドレス： サーバーIPアドレスがブラックリストに入っている場合、

そのサーバーの他のサイトの評価を傷つける可能性がわずかにあります。 

195. 同じ IPアドレスからのリンク： 同じ IPアドレスからのリンクがたくさんあり、ネ

ットワーク化しているとみなされると、大きく順位を下げることになります。 

196. フォーラムのコメント： フォーラムのコメントで、URLなどを含ませる作為的なリ

ンクは、不自然なリンクとみなされる可能性があります。 

197. ハッキングサイト： 「バイアグラ」といったアンカーテキストでリンクを貼られて

いる場合、サイトをハッキングされている可能性があります。 

【追記】：Googleは 2015年 10月 5日に、ハッキングを受けている可能性が高いサイト

を検索結果から除外するためのアルゴリズムをアップデートしました。 

198. サンドボックス： 新しいサイトが一定期間上位表示することができないことを、サ

ンドボックスといわれていました。実際に期間が設定されているのではなく、Googleから

の信頼を得るための時間という意味合いです。現在は、新しいサイトという理由で上位表示

ができないことはないようです。 

https://support.google.com/webmasters/answer/2721217?hl=ja
https://plus.google.com/+ToniAnicic/posts/V8xTUGbq5Af
http://youtu.be/RlNPRonDxuU
http://googlewebmastercentral.blogspot.jp/2015/10/an-update-on-how-we-tackle-hacked-spam.html
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199. Googleダンス： Googleのクロールしたインデックスデータとデータセンターのデ

ータの違いによって、検索順位が上下動することを Googleダンスと呼んでいました。今は

ほとんどありません。 

200. 再審査リクエスト： ペナルティ解除のために、再審査リクエストを送る必要があり

ます。なお、再審査リクエストを何度も送らなくても、再審査してもらえるケースもあるよ

うです。 

201. 誘導ページ： Googleは 2015年 3月 17日に、検索エンジンのためだけに作成され

た誘導ページを取り除くためのアップデートを近日中に実行することを発表しました。誘導

ページの具体例を確認すると、アフィリエイトサイトも大きな影響を受けることが予想され

ます。 

Google ではユーザーに表示される検索結果の品質向上を目的として、より適切にこのよう

な種類のページに対応するためのランキングの調整を近日中に開始します。大規模かつ入念

な誘導キャンペーンを実施しているサイトは今回の変更によって大きな影響を受ける可能性

があります。 

最新アップデート情報 

202. クオリティアップデート： Googleは、2015年 4月下旬から 5月初旬にかけてコ

ンテンツの質に関するアルゴリズムに変更を加えたことを Search Engine Landに認めまし

た。ランキングの変動も大きく発生しています。ランキングが下落したサイトの特徴は、パ

ンダアップデートと類似している点が多いようですが、いずれにしろ低品質なコンテンツを

提供していることが原因です。アルゴリズムの詳細な内容については 2015年 5月現在では

発表されていません。 

203. RankBrain： 2015年 10月末に Googleのグレッグ・コラード氏は、数か月前か

ら RankBrain（ランクブレイン）と呼ぶ AI をアルゴリズムとして導入していることを発表

しました。アルゴリズムにおいて 3番目に重要な要因であることを明確にしています。ユー

https://support.google.com/webmasters/answer/35843
http://googlewebmastercentral-ja.blogspot.jp/2015/03/an-update-on-doorway-pages.html
http://searchengineland.com/the-quality-update-google-confirms-changing-how-quality-is-assessed-resulting-in-rankings-shake-up-221118
http://www.bloomberg.com/news/articles/2015-10-26/google-turning-its-lucrative-web-search-over-to-ai-machines
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ザーが求めている検索結果の精度を高めるアルゴリズムとみられており、ランキングを決定

する一歩前の段階の要因と予測されています。 

【追記】： RankBrainはマシーンラーニングで、新しいクエリやロングテールキーワード

に強く影響を与える単独のシグナルです。Googleのゲイリー・イェーシュ氏は、クエリの

理解よりも検索順位を決定するスコアに影響すると発言しています。 

204. ウェブサイトの AMP化： 2016年 5月の段階では、ウェブサイトの AMP

（Accelerated Mobile Pages）化はランキング要因ではありません。AMPとはモバイル端

末のウェブページを高速化するプロジェクトで、AMPに対応したページがモバイル Google

検索結果で見つけやすくなります。朝日新聞などのニュース系コンテンツでメリットを発揮

しやすく、流れるようにコンテンツを閲覧することができます。AMP化がモバイル検索時

のランキング要因になるのも時間の問題かもしれません。（WordPressサイトに AMPを実

装する方法はこちら。） 

 

【追記】： 2016年 10月に、モバイル検索において全ての AMP対応ページには、AMPラ

ベルが表示されることになりました。ランキング要因ではありませんが、ユーザー体験の向

上によってリピートトラフィックの増加を期待できます。 

https://www.suzukikenichi.com/blog/ama-google-search-with-gary-illyes/
http://googlejapan.blogspot.jp/2016/02/blog-post_25.html
http://googlejapan.blogspot.jp/2016/02/blog-post_25.html
https://moukegaku.com/wordpress-amp/
https://moukegaku.com/wordpress-amp/
https://japan.googleblog.com/2016/10/amp-1.html
https://japan.googleblog.com/2016/10/amp-1.html


 
 35 

検
索
ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

完
全

リ
ス

ト
 | 

Ve
r4

.0
  

 

205. モバイルファーストインデックス： Googleは 2016年 11月に、検索順位を決定す

るために PC向けページではなくモバイル向けページを評価対象にするモバイルファースト

インデックスの実施を公式発表しました。正式な実施時期は未定ですが、今後数か月以内に

リリースされる見込みです。Google 検索の根幹に関わる大幅なアップデートといえますが、

レスポンシブデザインを導入しているサイトは基本的に特別な対策の必要性はありません。 

Google 検索のインデックスは、サイトやアプリについての単一のインデックスとして存続

しますが、将来的に Google のアルゴリズムはモバイル版のコンテンツを主に使用するよう

になります。つまり、ページのランキングを決定したり、構造化データを理解したり、検索

結果にスニペットを表示する際も、モバイル版のコンテンツが使用されるようになります。 

206. ハミングバード（Hummingbird）： 2013年に導入されたハミングバードは、SEO 

のゲームを変えたといわれるアルゴリズムです。ユーザーの検索意図を理解して、適切なコ

ンテンツを提供することを主目的としています。これによって、”1ページ 1キーワードの

原則”というフレーズを過去の遺物としてしまいました。 

たとえば、ユーザーが検索したキーワードがタイトルに含まていなくても、ユーザーのニー

ズに合致するコンテンツを上位表示します。つまり、特定のキーワードに固執することなく、

検索クエリを理解できる能力が向上しました。 

https://webmaster-ja.googleblog.com/2016/11/mobile-first-indexing.html
https://webmaster-ja.googleblog.com/2016/11/mobile-first-indexing.html
http://searchengineland.com/google-hummingbird-172816
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207. 日本語検索における低品質なサイトへの対策： 2017年 2月 3日に Googleは、日本

語検索におけるコンテンツの評価方法を改善したことを公式発表しました。日本語のみをタ

ーゲットとした珍しい変更です。 

今回のアップデートにより、ユーザーに有用で信頼できる情報を提供することよりも、検索

結果のより上位に自ページを表示させることに主眼を置く、品質の低いサイトの順位が下が

ります。その結果、オリジナルで有用なコンテンツを持つ高品質なサイトが、より上位に表

示されるようになります。 

今回のアップデートは、低品質なコンテンツを提供しているサイトをターゲットとしたアル

ゴリズムです。具体的な対象に言及していませんが、まとめサイト（キュレーションサイト）

がターゲットだとみられています。実際に、WELQ のような低品質な記事に過度な SEO と

いう戦略をとっているキュレーションメディアの検索順位の下落が確認されています。 

208. フレッドアップデート(Fred Update) ： 2017年 3月に発生した検索順位の世界的

な大変動に対する名称。今後は特別な発表がないアップデートは”フレッド”と呼ぶと、

Google 社員のゲイリー・イリェーシュ氏が発言したことから名付けられました。ちなみに、

今回のアップデートの詳細な情報は発表されていません。 

209. プロジェクト・アウル（Project Owl） ： 2017年 4月 26日に発表されたフェイク

ニュース対策のためのアップデート。信頼性の高いコンテンツを表示されやすくして、事実

と異なる内容や、差別的・攻撃的・悪意のある低品質なコンテンツのランキングを低下させ

ることが目的です。 

• 検索品質評価ガイドラインの改訂 

• Google では、この評価者向けに公開している検索品質評価基準を改訂し、

誤解を招く情報、予期せぬ不快な検索結果、悪意のある行為、根拠のない陰

謀説などを含む低品質なウェブページについて、より詳細な例を追記しまし

た。 

 検索アルゴリズムのアップデート 

https://webmaster-ja.googleblog.com/2017/02/for-better-japanese-search-quality.html
https://webmaster-ja.googleblog.com/2017/02/for-better-japanese-search-quality.html
http://www.itmedia.co.jp/news/articles/1702/03/news099.html
https://twitter.com/methode/status/839817382088572928
https://webmaster-ja.googleblog.com/2017/04/our-latest-quality-improvements-search.html
https://webmaster-ja.googleblog.com/2017/04/our-latest-quality-improvements-search.html
https://static.googleusercontent.com/media/www.google.com/en/insidesearch/howsearchworks/assets/searchqualityevaluatorguidelines.pdf
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• お金・健康・安全・法律・ニュース（YMYL）の分野において、より品質を重

視するようにシグナルを再調整しました。この変更によって影響を受けるの

は、検索全体の 0.25％です。 

 オートコンプリート・強調スニペットのフィードバック機能 

• オートコンプリートと強調スニペットに不適切な内容が表示されている場合、

ユーザーが Google に直接フィードバックできる仕組みを追加しました。 
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